
左七
t=t 度事業報昭和39年

京
都
府
立
図
書
館
・
分
館
配
置
図

(1964.4.1..... 1965.3.31) 

湾

海

狭若

本日

ず験

綾
O 
部

滋

賀

;I!: 
O桑

園
O部

本

館
上

京

分

館

中

京

分

館

伏

見

分

館

峰
山
地
方
分
館

宮
津
地
方
分
館

綾
部
地
方
分
館

園
部
地
方
分
館

北
桑
地
方
分
館

木
津
地
方
分
館

県

府

左
京
区
岡
崎
成
勝
寺
町
九

北
区
等
持
院
東
町
五
六

中
京
区
富
小
路
二
条
上
ル

伏
見
区
甑
戸
物
町
七
四
六

中
郡
峰
山
町
丹
波

宮
津
市
鶴
賀

綾
部
市
並
松

船
井
郡
薗
部
町
小
桜
町

北
桑
田
郡
京
北
町
大
字
下
中

相
楽
郡
木
津
町
南
垣
外

ず帆

館

電 (77)0069・2450

-1-

主
匡弓図立府

京都市左京区岡崎成勝寺町9

都尽



1.概況
前年度に引き続き，岡崎本館の改修工事鑓物L装・大閲覧室内装・便所改修及び水洗化)が行
われ5月末完工した。.この豊富は明治42年創設のもので，歴史的にみて記念すべき建造物でaうるの
で原型をなるべく変更することなく外装工事が配蔵された。工事の大半完了をまって.5月 1日か

ら夜間開館を半年ぶりに再開した。中京分館は，在夜中の烏丸庁舎の取りこわしのため.4 0年 1
月から京一溜同窓会館{中京区西ノ京中合町〉に仮移転し.1月 18日から再開した g 同館は40

年秋に竣工予定の京都府中京庁舎(富4略二条上ル)に再移転し，近代的建物の中で面白を一新し

て再開する予定である。

2. 館内利用者(本鎗および市内3分館}
本館および市内3分館における
本年度内利用者総数は， 266，3 

1 4人(1日平均977人}であ

る。これを戦前最高の昭和10年
の利用者総数129，782人 (1

日平均399人)と比較すると，

約2倍巳当るわけであるが，閲覧
室面積は反対に縮少されている。

トに 戦 前 戦 後

戦前と戦後における図書館の舘

内利用者の動きは右のとおりであ

る。

3.京都市内 4館の利用者の内訳

~一一一一 本 館

利用者数(必 162，129 

利用冊数(冊 1 07，7 1 7 

開館 日数(白) 267 

18平均利用者聖~}J 607 

男 (均 72 

女 (劫 28 

一 般(均 1 1 

学 生(幼 89 

利用者
4.288，759 5，1 99，259 

総数
明治31一昭和20 昭和21一昭和39

48年間 1 9年間

女子利
224，707 1，4 2 4，9 0 0 

明治39一昭和20 昭和21一昭和39
用者数 40年間 1 9年間

伏見分館 i 中京分館 上京分館 メ口弘、 計

49，882 24.318 29，985 266，314 

31，243 36，826 37，739 2 1 3，5 2 5 

284 275 287 一

176 89 105 977 

6 1 76 67 69.5 

39 24 33 30.5 

1 1 53 3 1 3.9 

89 47 97 8 6.1 

岡崎本館における学生の類別利用率はつぎのようになっているa

大学生 6~ 高校生 49~ 中学生 10~ 4学生 6qb
各種学校 18qb 

4.利用図書の内容
岡崎本館での図書利用冊数は，

約 11万冊で， 1日平均404冊

である。これを図書の分類別にみ

ると右のとおりで怠る 3

5. 館外貸出

総記 3.7(幼

哲学・宗教 3.4

歴史・地理11.0
社会科学 10.0

自然科学 16.01語 学 6.5
工学 3.21文学 12.1

産業 11:児童 22.6
芸 術 S.ol新聞・雑誌、 7.4

府民全般へのサービスのーっとして，また所蔵の図書がフルに活用される体制をとるため館外個

人貸出しを計画準備中であったが.5月1日から館外鑓人貸出しを開始した。昭和21年に中止し

て以来実に 19年ぶりである。なお伏見分館でもこれに先だち館外偲人貸出しを開始したa

(1) 個人貸出
岡崎本館では勤労青少年・成人のために貸出室で，幼児4学生のためには児童室で，また伏見分
館でも実施しているa中京分館では学生をも対象として個人への館外貸出しを行なっている 3

本宣言では交通の便にめぐまれているため，サラ3ーマシ， B.G.児童，主婦たちによるこぼれ

ている。
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ず戦

登録者数

816 (人} rr. 
本 鎗 434(児童) 4.4 7 6 

伏見分館 605 5，174 

中京分館 751 9，035 
メZL3 計 2，606 26，356 
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育 年 団 64 学 校 500 
ふ，、a、ー 民 館 56 会社工場 109 

図 書 館 1 4 P. T A 1 0 

宮 ~ 署 409 婦人学級 28 

読 害 会 827 そ の 他 32 

婦人団体 121 

本 鎗 48，201 (冊) 峰山地方分館 6，2 1 2 (冊)

伏見分館 8，3 9 3 宮津地方分館 5，808 

中京分館 6，763 綾部地方分館 5，5 8 9 

上京分館 7，350 園部地方分館 4.9 4 1 
jと桑地方分館 4.2 1 0 
木津地方分館 4.4 9 1 

~ 計 1 0 1.9 5 8 
8.分館
(1)伏見分館(昭和25年2月開設)
この分館は，はじめ他の建物の一部を借りて出発したが，昭和29年，鞠吉舎の完成とともに移
転再開した。敷地859平方メートル，閲覧室231平方メートル，座席120である。岡崎本館
から8キロはなれたところにあるこの分館は，現在の開館時間(平日正午~午後6時)になってか

ら，利用者数5万人をこえる最高を記録した。なお個人貸し出しをおこない，ますます府洛南地区

への図書館サービスを多角的に拡大しつつある。

本年度の入館者数は1臼平均176名， 1日最高492名であった。

(2) 中京分館(昭和24年 6月開設)
この分館は，当初丸善京都支底の地下室を借用してきたが，丸善支庖の都合により，一時閉館し

昭和32年6月に烏丸丸太町下Jレ京都府烏丸庁舎の3階22 8m~を利用して開館した。なお烏丸庁
舎の取りこわしのため，暫く京一商同窓会館(中京区西ノ京中合町〉に仮移転し， 1月 18日から

再開した。同館は40年秋に竣工予定の京都府中京庁舎(富小路二条上Jレ)に再移転して再蝕する
予定である。

中京分宣車は新刊の小説・随筆・新聞・雑誌を中心に，完全開架制をとり，気軽な市民の読書室と

して多くの人々に喜ばれている。

なお利用者の便宜をはかり，個人への館外貸出しを実施しており，毎月約750冊の貸出がある。

-3-



{3}上京分鎗〈昭和26年4月開設)
上京分館は昭和26年4月クルーガー図書館と合併して，最初紫郊会館の一豊を借用して発足し

た。この分館は市の北部地区の人々にサービス活動してきたが，都合により北部地区婦人会の協力

で昭和31年4月現在の北区等持院東町財団法人桜谷文庫故木島桜谷頭伯の元画室に移り，現在で

は西部地区の人々に利用されている。ここは市竃・京福電鉄・国鉄パスの交叉点白梅町から西北

500メートルに位置し，周囲は住宅地である。敷地1.127平方メートル，閲覧室198平方メ

ートル，座席約80を有し，広い庭を前に控えて明るく読書に快適である。

本年度入鎗者数は18平均105名・ 1日最高297名であった。

(4)地方分館
昭和25年に，峰山・宮津・綾部の3館，次いで昭和27年に，薗部・北桑・木津の3館が開設

され，現在の6館である。これらの地方分館は，地域内の公民館，婦人会，読書会などの団体に対
して， 30冊-50冊を1カ月の期間で団体貸出を実施している。

この6館の利用の状況は，利用団体の面では，農村青年の綾村の影響から，青年国の利用は大き ι 

く減少したほか公民館の利用も少なかったが，宮公署，婦人団体，会社Z遇，及び高技生などの示~竿
用は増大した。読書傾向の函からみると，各読書グループ，官公署，会社工場等への文学書白貸出

しを筆頭に，婦人団体による f幼児のしつけJとか f幼児教育J…-等の家庭教育関係の図書の利
用が多く，紀行書もよく利用された 3 その他学習参考書を求める高校生が多くなった。

なお，文部省の国庫補助を得て， r巡回文庫jを購入し， 6地方分館に配置して，地域の読書活
動を援助しているが，この f巡回文庫Jは， r子供会Jとf婦人団体Jを対象に各々 12組，計24
組を編成して指定の団体に巡回した。

利用団体・冊数は右のとおり

である。 館 名 利用団体数 利用冊数{栂}

9.経費
本年度の諸経費は約2，962

万円で内訳は右のとおりである。

なお，本年度末における館員

数は館長以下主事32名・主事

補1名・事務員 1名・庁務員1

名計35名である。

費

人 件

目

篠山地方分館 550 

宮津地方分館 462 

綾部地方分館 86 

国部地方分館 431 

北桑地方分館 218 

木津地方分館 425 

~ 計 2，174 

金 額

費 24.540 (千円}

図書館資料費 2，200 

図 書 費 1.7 0 0 

定期刊行物 500 

その他の経費 2，884 

計 29，624 

1 O. 京都府立図書館所在地一覧
館 名 所在地 電話 書官 名

9，922 

1 1.4 1 6 
4.5 0 6 

10，167 

11.9 67 

13，536 

6 h5 1 4 

比 率

82.85 (予防

7.4 3 

9.72 

1 00.00 

所在地 電 話

本 鎗 京~都勝市寺左町京9区間筋 斤LJ3hO204659 0 富津地方分舘 宮主主市鶴賀 宮津 2730

伏見分館 I物京都町市7伏4見6区福F ⑨ 9148 綾部地方分館 綾部市並松町 綾部 13201 

中京分館 京路都ニ市条中上京)1/区富小 ⑨ 5728 画部地方分館 船桜井町郡国部町字小 園都 2501 

上京分館 l尽東郁町m5i6 む区寺持院 l を~ 9396 北桑地方分館 主北桑虫ー田郡京北町字 弓削 40 

鯵山地方分館 中郡峰山町字丹波 鋒山 364 木津地方分館 相窓外楽郡木津町字南 木山城主義 578 
一一一一一一
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